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This is a study for restration to the origina1 p1an of 
Kinoshita's house based on the fie1d survay and the fushincho 
(documents of construction). Kinoshita's house was bui1t in 
ear1y 19th century. This house is one of advanced farmhouses 
be10ng to Echizen r Type， and is designated as a cu1tura1 
property by Katsuyama city because of its refined design and 
its good preservation. This study shows deve10pments of p1an 
and structure， the inf1uence from sukiya-sty1e and the method 
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を7尺と 5尺に分ける。径はやはり 4すである。床の奥行きは浅く 2尺の板床で、聾付壁
とする。脇には天袋と遭い棚を設け、神くぐりで床と通ずる。付書院は高さが8す5分(2

























材料備腕園D 数量仏工) 価格 % 支払時期
木代 15 415匁白子 11.4 1824-1835 
板代保〉 17匁 3分 5厘 0.5 
木挽 316. 476. 2. 5. 13.1 1833-18a 
いわへ(視船 32. 0.9 
大工 部7.5 135. 31.2 1835-1&% 
大工 41.5 70. 1.9 18お
伏工 θヨヰ) 回 (1団.) ーーーー 1在自〕
大工与内 印. 1.6 18沼
釘代等 71. 6. 5. 2.0 18a 
壁判t 29.5 49. 9. 1.4 18a 
桶屋 8 12. 0.3 18沼
こわち立前 含む与内 270. 7.4 
建具(含与内) 必本 お5. 8. 5. 15.5 18a-1839 
天井等 含む大工手間 403. 3. 11.1 18沼-18泊
長押 3). 0.8 18沼
その他 32. 9. 5. 0.9 1邸 -1邸











































樽 9本、松 23本、杉 3本、杉板 4問、松極 1枚、なけし
打、 2す釘 3把、古家こはち、新家立前、南戸 13本、障













の日当に換算して 1. 8 2 1人分に相当する。現在の大工
の日当を 15.000円として、今日、木下家を建築する
とすれば、その工事費は 2. 7 3 2万円ということになる。
工事費を輩出する目安となるものとして、同普請帳からそ
の単価を知ることのできる酒を採り上げてみよう。酒 1升
が 1匁 2分 5厘だから、総計は 30石 3斗5升に相当する。
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〆1石佐十 2升 8合 171匁討す2厘
18お15-6 10.3 
〆 1斗 3合 14匁 4分4理
1836/78// ー
















酒は締めて 2石 2斗 3升 8合で、天保 6年は l升が l匁 2分 5






















福井県には、文化 11年(814)8月 17日から 9月 2日にかけて高浜から敦賀までを旅
し、文化 12年(815)6月 15日には木之本から今庄へ入り、 7月 25日には吉崎から加
















































えの奥に床上部分を配する間 ト1届lJ 十九取りは、いわゆる越前 H型に 十八-r-L~ とこ 十七属するものである。前にも述 iflE 十六ベた通り、おいえの架構法や 十五
角屋の付き万も越前 H型の特 十四

















それたよかわをるぬ りるとへ 1 にはろ
ぷん腰高の桟の込んだ障子が 。 2 3 4 5m 















※l 日本建築学会編建築大辞典 j，器国社，p520， (976) 
※2 宮本常一他編 r日本庶民生活史料集成(第二巻) J (全30巻)，三一書房，
p128----p129，(969) 
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